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　「消費者にとって魅力的な店舗は？」という問いは、流通研究ではとても
重要な問いです。たとえば品揃えの数。多ければいいのか、ある程度絞った
方がよいのか。たとえば店の広さ。広ければいいのか、狭くてもいいのか。
実際のところ、魅力は千差万別、1つだけに絞れるものではありません。た
だ、それを伝えようとする際に、発信する側が何を魅力と感じ、何を「魅せ
たい」と思っているのかは決定的に重要です。それは組織の価値観ともかか
わる部分であり、生協が「魅せたい」と思うものについて、しっかりと考え
る必要性を感じる機会となりました。（太）
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